
☆
下
村
宏
銅
版
画
展
に
集
う

北
野
坂
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
時
代
で
、
高
松
在
住
の
銅

版
画
家
、
下
村
宏
さ
ん
の
展
覧

会
が
哩
月
１
日
１
打
日
ま
で
開

☆
旧
嵯
峨
御
所
大
覚
寺
弱
世
門

跡
味
岡
良
戒
大
僧
正
を
囲
む
会

旧
嵯
峨
御
所
華
道
総
司
所
と

神
戸
司
所
の
主
催
に
よ
る
〃
い

け
ぱ
な
展
″
と
、
味
岡
良
戒
大

僧
正
の
『
墨
跡
展
』
が
、
旧
嵯

峨
御
所
大
覚
寺
五
十
五
世
門
跡

晋
山
記
念
と
し
て
、
パ
ル
パ
ロ

ー
レ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
パ
ル
パ
ロ

ー
レ
で
、
ｎ
月
４
日
１
９
日
に

開
か
れ
た
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

４
日
の
昼
、
風
月
堂
ホ
ー
ル
で

味
岡
大
僧
正
を
囲
む
会
が
開
か

れ
た
。
味
岡
大
僧
正
を
初
め
と

す
る
大
覚
寺
の
面
々
。
神
戸
新

聞
社
光
田
会
長
、
藤
綱
社
長
、

吉
田
多
年
甫
、
吉
田
泰
己
さ
ん

を
初
め
約
二
○
○
名
が
集
う
会

で
、
『
墨
跡
展
』
も
、
大
僧
正
の

名
筆
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

☆
大
衆
文
学
研
究
会
関
西
支
部

の
集
い
ハ
ナ
ワ
グ
リ
ル
で

ｎ
月
４
日
大
衆
文
学
研
究
会

蕊

慶応一色のパーティー

１
１３８
１

驚
隻 識縦iＩ

西
婦
人
の
各
三
田
会
の
メ
ン
バ

ー
ら
約
伽
人
を
集
め
て
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
●
で

開
か
れ
た
。

識 ☆
神
戸
の
集
い
か
ら

;iii蕊;鍵

岬
踊
隅
Ｌ
Ｉ
粕

盛大に行われた集い

浜
根
康
夫
神
戸
慶
応
倶
楽
部

会
長
の
歓
迎
の
辞
で
始
ま
り
、

井
上
徳
治
関
西
合
同
三
田
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
石
川
忠
雄
塾

長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
宝
塚
歌

劇
団
月
組
の
シ
ョ
ー
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
会
は
盛
り
上
り
、
応

援
指
導
部
Ｏ
Ｂ
の
伴
奏
で
〃
慶

応
賛
歌
〃
若
き
血
″
な
ど
を
全

員
が
肩
を
組
ん
で
大
合
唱
。
竹

田
二
朗
姫
路
慶
応
倶
楽
部
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
慶
応
一
色
の
大

パ
ー
テ
ィ
が
閉
じ
ら
れ
た
。

関
西
支
部
（
春
木
一
夫
会
長
、

松
原
清
人
事
務
局
長
）
の
例
会

が
、
元
町
パ
ル
パ
ロ
ー
レ
の
ハ

ナ
ワ
グ
リ
ル
で
開
か
れ
、
約
三

十
名
が
集
っ
た
。

こ
の
会
は
、
大
阪
に
事
務
局

を
置
い
て
開
か
れ
て
い
た
が
、

二
年
間
休
会
し
て
い
た
の
を
春

木
会
長
が
、
神
戸
で
再
び
活
性

化
し
た
も
の
。
当
日
は
、
春
木

一
夫
夫
妻
、
松
原
清
人
、
藤
原

善
久
、
河
上
民
雄
、
富
永
滋
人
、

西
岡
ま
さ
子
、
水
野
正
巳
、
三

木
智
、
赤
尾
恵
以
、
中
野
友
拡

さ
ん
ら
が
集
っ
た
。

事
務
局
／
神
戸
市
垂
水
区
高
丸

六
丁
目
五
ノ
三
三
五
、
松
原
清

人
方
雷
○
七
八
（
七
○
九
）
三
○

三
八

下村さんを囲んで

か
れ
た
。
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
に
は
下
村
さ
ん
の
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城
蕊
霊
一
一
錐

㈲
熱
。
蝉
一
稗

１
る
す
１
も
。

窪
せ
ま
計
ら
す
”

正
さ
え
矛
が
ま
１

池
浪
考
町
晒
な
い
↑

尻
皿
浮
と
楠
、
み
て
町

西
諏
を
ぱ
区
，
く
し
戒
、

区
，
心
れ
央
泣
ぐ
ざ
区
飯

田
蝿
に
す
中
“
は
め
磨
，

長
⑮
境
呈
／
を
を
須
弘

並
務
醗
睡
誇
蹴
硫
迦
罪
○

鐘
勤
現
中
瑠
の
店
砿
者

蛎
と
の
葉
Ｆ
本
な
山
表

李
商
夢
会
千
１
日
ク
秋
代

皇
》
鍔
》
》
》
》
》
需
砕
》
》
》
《
鍔
榊
》
》
》
》

コウベファッションソサエティ■

Ｋ､Ⅲi,.Ｓ・news7９

飼い

★神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞
事務局／神戸市中央区束町' １３－１
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

139

必要なのは
生活頭と企業頭
くモロゾフ㈱常務取締役＞

湘囚; 宮隆男
おける人事教育について説明。まず
従業員には会社の理念を明確に理解
させ、同じ目標をもって、行動を伴
うことが重要である。そして他社で
はやっていないことをやることによ
って競争に勝てるだろうと締めくく
られた。因みに同社の研修では①良
い環境と良い食事②グループ討議③
ビジュアルな資料の３点を基に社員
研修が実施されている。
講演中には同社のチョコレートを

配られたり、自社ＰＲにもがそつな
ぐ、さすが営業畑の重役と一同感心
したのであります。

●1 1 月のマンスリーサロン
ひとづく

「人財り」第２回

●１月の新年会・理事会

●２月の理事会

●２月のマンスリーサロン

騨鐸蕊奨Ⅷ
●ドライフラワーで四季
の花飾り展
ＫＦｓ会員の高橋登起子
さんが、さる1 1 月3 0 日～
1 2 月５日、ギャラリーあ
じさいでドライフラヮー
の展示会を開かれた｡ ｢ ま
ず種まきから作柔が始ま
ります。庭の雑草なども
素材になりますね」
会場に訪れた美術家諸氏高橋さんと作品
の間でも「素晴しい」と好評だった。

“人財り”をテーマとした２回目
の講演は' ' 月' 9 日、センタープラザ
1 6 Ｆでモロゾフ㈱の松宮常務にご登
場願った。
ダンディーな松宮常務は、終始笑

顔を絶やさず、ソフトな口調で、聴
衆者達を魅きつけ、しかも貴重な心
に残る内容を語られた。
初めに､ この不況時にあって､ なぜ
東京の伊勢丹と西武百貨店は好成績
をあげているのか－それは、生活
頭を持つ女性と企業頭をもつ男性が
うまく能力を発揮しあっているから
で､ これからの企業は､ 生活に密着し
た発想が得意な女' 性とうまく協力し
あっていく企業が発展するだろうと
話された。次にモロゾフ㈱の社内に
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群
Ｆ
剛
蝿
没

生
徒
六
人
の
洋
裁
グ
ル
ー
プ
か
ら
始
め
、
現
在
芦
屋
に
あ
る
学

園
が
創
立
五
○
周
年
、
東
京
学
園
は
二
十
五
周
年
、
短
期
大
学
は

十
周
年
を
迎
え
、
ま
た
、
日
本
の
服
飾
界
の
創
始
か
ら
発
展
へ
の

推
移
の
な
か
で
、
皇
后
さ
ま
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、

カ
ネ
ボ
ウ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
民
俗
衣
裳
の
コ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、
常
に
〃
着
る
〃
と
い
う
原
点
を
考
え
な
が
ら
手
掛

け
た
田
中
千
代
さ
ん
の
一
万
点
の
作
品
か
ら
二
五
○
点
を
選
び
、

そ
の
生
き
様
を
シ
ョ
ー
に
し
た
、
田
中
千
代
学
園
創
立
五
○
周
年

記
念
公
演
物
１
９
３
２
１
１
９
８
２
・
訓
年
の
モ
ー
ド
の
歩
み
〃

が
、
大
阪
サ
ン
ヶ
イ
ホ
ー
ル
で
十
一
月
十
三
日
に
開
か
れ
た
。

シ
ョ
ー
は
、
１
９
２
８
（
Ｓ
３
）
年
、
先
頃
他
界
さ
れ
た
夫
君

鶏

鱗; 鋳# 識鍵識鍵鐸蕊鱗

宅
詐
蝿
冬
芽
亜
毒
馳
艶
竿
舘
探
咋
‐
“
‐
、
印
射
さ
副
慈
唖
窃
澱
輯
忍
患
握
謡
年
具
愈
謬
那
師
器
虫
龍
・
制
討
皿
同
叩

１
１４０
１

機
械
に
で
き
な
い
人
間
味
あ
る
服
を
。

田
中
千
代
八
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
田
中
千
代
学
園
院
長
Ｖ

田
中
千
代
学
園
卵
周
年
記
念
シ
ョ
ー
〃
印
年
の
モ
ー
ド
の
歩
み
〃
よ
り

閏
醇
酌
函
胃
○
雪
●
配
園
、
○
記
弓識

〃‘, 拳

干
蝿

田
中
薫
氏
と
同
行
し
て
渡
欧
、
パ
リ
で
モ
ー
ド
に
開
眼
し
、
バ
ウ

ハ
ウ
ス
の
元
教
授
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ス
ハ
イ
エ
教
授
と
の

出
会
い
、
帰
途
カ
ネ
ボ
ウ
の
創
立
者
武
藤
山
治
氏
と
の
出
会
い
が
、

こ
の
道
を
歩
む
き
っ
か
け
と
な
り
、
１
９
３
２
年
（
Ｓ
７
）
に
神

戸
・
御
影
で
「
皐
会
」
と
い
う
小
さ
な
洋
裁
グ
ル
ー
プ
を
開
く
。

そ
の
出
会
い
が
紹
介
さ
れ
な
が
ら
１
９
３
５
年
（
Ｓ
５
）
帝
国

ホ
テ
ル
で
、
日
本
初
の
フ
ロ
ア
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
当
時
の
人
気

女
優
入
江
た
か
子
の
兵
児
帯
と
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
の
ド
レ
ス
が
登

場
、
又
、
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
調
や
パ
ジ
ャ
マ
ド
レ
ス
等
が
現
わ
れ
る
。

１
９
３
８
年
（
Ｓ
皿
）
か
ら
民
俗
衣
裳
の
収
集
を
開
始
。
１
９
４

１
年
（
Ｓ
蝿
）
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
灯
が

消
え
、
１
９
４
５
年
（
Ｓ
卯
）
終
戦
。
い
か
り
肩
ス
ー
ツ
の
ミ
リ

爵

篭

5 0 年のモードを語る田中千代さん

:綴：

タ
リ
ー
調
等
が
登
場
し
、
１
９
４
７
年
（
Ｓ
躯
）
戦
後
初
の
シ
ョ

ー
を
文
楽
座
で
開
き
、
デ
ィ
オ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
、
フ
レ
ア

ス
カ
ー
ト
を
発
表
し
た
こ
ろ
の
モ
ー
ド
紹
介
。
１
９
４
９
年
（
Ｓ

鯉
）
共
立
講
堂
で
十
五
周
年
の
シ
ョ
ー
「
世
界
の
風
俗
」
で
民
俗

衣
裳
の
公
開
。
１
９
５
０
年
（
Ｓ
妬
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
留

学
し
〃
ニ
ュ
ー
キ
モ
ノ
〃
を
発
表
。
当
時
話
題
の
〃
市
松
″
〃
金

華
山
コ
ー
ト
″
〃
業
平
格
子
″
な
ど
が
舞
台
に
。
１
９
５
２
年
（
Ｓ

”
）
Ｎ
ｏ
Ｙ
よ
り
モ
デ
ル
を
招
き
「
田
中
千
代
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー
」

を
、
東
京
、
大
阪
で
開
き
〃
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
ス
〃
の
作
品
が
。
１

９
５
３
年
（
Ｓ
配
）
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
戴
冠
式
の
取
材
と
、
日

本
初
の
デ
ィ
オ
ー
ル
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
型
紙
買
付
け
に
渡
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鵬
帖鯛

１
１４
１

欧
。
大
阪
、
東
京
で
紹
介
の
シ
ョ
ー
を
開
き
パ
リ
へ
と
目
が
向
く
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、
Ｈ
ラ
イ
ン
、
Ａ
ラ
イ
ン
、
Ｙ
ラ
イ
ン
等

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
全
盛
作
品
登
場
。
１
９
５
７
年
（
Ｓ

蛇
）
吉
杢
足
校
開
設
、
ビ
ー
チ
ウ
ェ
ァ
ー
や
サ
ッ
ク
ド
レ
ス
等
が
、

カ
リ
プ
ソ
、
ロ
カ
ビ
リ
ー
の
流
行
と
共
に
。
１
９
６
２
年
（
Ｓ
訂
）

創
立
釦
周
年
記
念
の
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
１
９
６
３
年
（
Ｓ
犯
）

に
パ
リ
で
日
本
の
絹
織
物
を
使
っ
た
シ
ョ
ー
を
開
く
。
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
全
盛
時
代
と
な
り
、
１
９
６
７
年
（
Ｓ
狸
）
日
航
の
世
界
一

周
路
線
開
設
記
念
に
Ｎ
ｏ
Ｙ
で
シ
ョ
ー
。
東
京
、
大
阪
で
「
江
戸

か
ら
ス
。
へ
ｌ
ス
エ
イ
ジ
」
の
記
周
年
の
シ
ョ
ー
開
催
。
日
本
の
布

地
を
駆
使
し
た
吉
原
つ
な
ぎ
の
ジ
ャ
ン
プ
ス
ー
ッ
や
、
博
多
帯
の

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
等
の
一
連
の
作
品
と
、
メ
タ
リ
ッ
ク
ド
レ
ス
、
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
ラ
イ
プ
イ
ブ
ニ
ン
グ
等
が
…
。
１
９
７
２

年
（
Ｓ
卿
）
短
期
大
学
設
立
。
ミ
ー
ー
、
マ
ィ
ク
ロ
ミ
ニ
、
ミ
デ
ィ
、

マ
ク
シ
共
存
の
時
代
。
こ
こ
で
民
俗
衣
裳
を
見
直
し
、
現
在
の
パ

ン
ッ
ル
ッ
ク
の
原
点
を
、
ト
ル
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、

函
織
繊
撫

イ
ン
ド
に
見
る
。
１
９
７
４
年
（
Ｓ
鯛
）
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
に
、
ビ
ッ
グ
・
ル
ッ
ク
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
・
ル
ッ
ク
が
。
１

９
７
８
年
（
Ｓ
閉
）
創
立
妬
周
年
記
念
の
シ
ョ
ー
「
地
球
は
着
る
」

で
帥
年
間
に
収
集
し
た
民
俗
衣
裳
の
披
露
。
合
成
皮
革
の
異
素
材

の
出
会
い
。
１
９
８
２
年
（
Ｓ
訂
）
電
子
工
業
の
時
代
に
人
間
味

あ
ふ
れ
る
リ
ボ
ン
レ
ー
ス
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
、
オ
ー
ガ
ン
デ
ィ

の
テ
ィ
ア
ー
ド
ド
レ
ス
が
紹
介
さ
れ
、
田
中
千
代
さ
ん
が
登
場
し

て
幕
。
千
代
さ
ん
は
「
関
西
は
什
童
の
ふ
る
里
で
す
。
卒
業
生
が

い
っ
ぱ
い
で
、
ほ
ん
と
に
懐
し
く
て
涙
が
出
て
来
ま
す
よ
」
と
嬉

し
そ
う
。
そ
し
て
、

「
こ
れ
だ
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
レ
ー
ザ
ー
、
カ

ッ
タ
ー
等
の
電
子
工
業
時
代
で
、
機
械
の
出
来
な
い
こ
と
を
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
人
間
ら
し
い
服
づ
く
り
を
し
な
く
て
は

…
。
だ
か
ら
若
い
間
に
人
間
ら
し
い
感
激
を
身
に
つ
け
な
い
と
、

機
械
み
た
い
で
、
動
物
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
親
切
な
も

の
、
ド
レ
ー
プ
な
も
の
と
手
の
か
け
た
も
の
を
創
ら
な
い
と
だ
め

で
し
ょ
う
ね
。
今
日
の
私
の
き
も
の
は
弁
慶
の
勧
進
帳
の
文
字
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
ん
で
す
。
私
の
父
は
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
で
、
私
も
長
唄

を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
父
は
戦
争
の
シ
ョ
ッ
ク
で
亡
く
な
り

ま
し
て
ね
。
今
日
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
関
所
を
越
え
て
来
て
、

そ
れ
も
皆
さ
ん
に
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
関
所
を
越
え

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
勧
進
帳
の
弁
慶
の
気
分
に
な
っ
て
と
…
…
。

で
も
子
供
の
頃
の
影
響
は
強
い
も
の
で
、
私
の
中
に
和
洋
折
衷
が

あ
る
の
も
、
そ
の
せ
い
で
す
ね
。
今
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
何
が
必
要

か
と
い
わ
れ
る
と
創
造
力
。
日
本
人
は
外
人
よ
り
と
ま
ど
っ
て
い

る
瞬
間
が
長
い
ん
で
す
よ
。
何
で
も
挑
戦
す
る
、
工
夫
を
す
る
と

い
う
気
が
な
い
と
：
…
．
。
そ
れ
に
は
、
若
い
間
に
〃
感
激
″
を
持

つ
事
が
大
事
で
す
ね
。
私
な
ん
か
、
オ
ペ
ラ
を
観
た
ら
ワ
ー
ワ
ー

泣
い
て
感
激
し
て
涙
流
し
な
が
ら
、
洋
服
を
生
命
が
け
で
創
り
ま

し
た
も
の
ね
。
」

少
女
の
頃
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
へ
の
憧
れ
が
、
今
も
〃
女
の
夢
″
へ

と
青
く
ま
れ
、
創
意
と
熱
意
と
愛
情
で
モ
ー
ド
を
創
り
、
人
づ
く

り
を
し
て
来
た
五
○
年
の
田
中
千
代
の
歩
み
は
、
日
本
の
、
い

や
、
地
球
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
史
で
も
あ
っ
た
。

§蕊鍵譲蕊篭蕊鍵露霧蕊鍵蕊瀧蕊蕊蕊蕊鍵職Ｉ 鱗！
右上は博多帯のミニスカートとフィナレーの田中千代さん。左はシルクのイブニング。
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最も現代的て醗人間くさく、ビリビリした大
都会、ニューヨーク。可能性ある者だけが生
きて行けるかのどと＜、ボンヤリしていたら
とり残されそうな、そんな感じを受ける街。
今ビリー、ジョエルを聞いている。夕イミン
･ グよく、ちょうどニューヨークから手紙が来
た。読みながら、ビリーのＮＹ5 2 番街をガン
ガン聞いていると、まあ、ちょっと雰囲気は
イイのだ。さてその気分で原稿を鍔く。さて、
有塘デイスコ、スタジオ5 4 に、足と，Ｕも軽ろ
やかにl ~ 1 1 かけた。スタジオ5 4 の前は人がいっ
ぱい、中に入れない人々が溢れて店の周りを
とり囲んてぎいる。入口から２列に並んて農いる
ので、何となくその中に入る。すると前の外
, 人（外人はこちらの方なのだった）が、この
キップあげる、と云ってチケットを、くれた。
我々もそれを見せて、ＯＫ、ホイホイと、訳
の判らないまま、スッと店内に入ってしまっ
たのだ。あとて" 聞くと、ここはなかなか入れ
ないそうらしい。店内はものすごい音響、レ
ーザー光線、赤や青の光の矢が打ち込む、と
表う感じ、５０年代の映画がスクリーンいつぱ
いに写し出され、スイング‘ジャズが流れ、し
ばらくすると、突然ロックに変り、ドライア
･ イスとレーザー光線がド迫力て農せまって来る。
確面いつぱいに、モノトーンの5 0 年代の映両
が写し出され、スイングジヤズにテンポが変
る。しばし、その気分に浸っていると、突然
ロックに、忙がしい‐参加する事に意義有り
. ／と我々もしっかりその仲間に入っていった，
少々グロッキー気味で外に川ると、まだま

だ不夜城のこの街は、ギンギンに輝いていて
エネルギッシュでエキサイティングな夜は明
けそうもない。夜空にクッキリ、カルバン．
クラインのポスター、何故か半裸のセクシ－
て峰健康的な男がニッコリ笑っている‘ここの
街は、男が充分見られる側に美しき被写体で
あり、花なのである‘，美しさが商I V i 化されて
いる。しかし、すべての人がヘルシイて豊セク
シイ、知的て畷、スリムな事への努ﾉ J を怠らな
い。男も女もトシも関係なくガンバッている
のだ，

蕊

譲議；
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雲

☆
「
南
波
松
太
郎
氏
収
集

古
地
図
の
世
界
」

１
月
晦
日
（
土
）
１
２
月
加
日
（
日
）
休

館
日
毎
月
陥
日
、
神
戸
市
立
博
物
館

大
人
５
０
０
円
、
高
・
大
学
生
３
０
０
円

小
・
中
学
生
２
０
０
円

南
波
松
太
郎
氏
収
集
古
地
図

の
博
物
館
へ
の
寄
贈
を
記
念
し

て
、
寄
贈
品
中
の
日
本
図
、
道

中
図
、
世
界
図
を
お
披
露
目
を

兼
ね
て
展
示
す
る
。

氏
の
古
地
図
収
集
歴
は
帥
余

年
に
わ
た
り
、
質
量
と
も
日
本

一
で
あ
る
。
地
図
学
の
研
究
資

料
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
著
者
の
も

の
を
幅
広
く
、
種
類
も
限
定
せ

ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
で
い

る
の
が
特
色
。
米
寿
を
記
念
し

ご
鳶

闘
牛
士
の
死
を
テ
ー
マ
に
、
四

部
作
の
椛
成
で
意
欲
的
に
踊
る

舞
踊
／
束
仲
一
矩
、
朗
読
／
天
本
英
世

ギ
タ
ー
／
住
田
政
男
、
藤
井
正
二
、
木
越

剛
、
唄
／
エ
ン
リ
ケ
・
エ
レ
デ
ィ
ア
、
滝

本
正
信

☆
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
愛
読
者
５
名
様
を

ご
招
待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明

記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
縞
築
室
「
東
仲
一

矩
」
係
ま
で

円球万国地海全図薩摩版石塚髭高享和２年
（1 8 0 2 ）の写し

て
寄
贈
を
決
心
、
神
戸
市
立
博

物
館
に
日
本
一
の
古
地
図
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
揃
っ
た
こ
と
に
な

る
（
計
４
千
点
）
。
今
回
は
一
般

向
け
の
も
の
を
選
択
し
て
い
る

☆
こ
の
特
別
展
に
愛
読
者
加
名
を
ご
招
待

い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
し
て

神
戸
っ
子
編
集
室
「
博
物
館
」
係
ま
で

☆
東
仲
一
矩
ロ
ル
カ
を
踊
る

「
私
は
ジ
プ
シ
ー
」

２
月
四
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
３
５
０
０
円
前
尤
・
３
０

０
０
両
卿

〃
厳
し
く
激
し
い
個
性
に
う
ら

う
ち
さ
れ
た
、
豊
か
な
表
現
力

と
峻
烈
な
足
さ
ば
き
を
持
つ
、

現
代
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
の
第
一

人
者
″
で
あ
る
東
仲
一
矩
が
３

年
振
り
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く

「
加
年
前
か
ら
ロ
ル
カ
を
踊
り

た
い
と
思
い
続
け
て
い
た
。
加

年
の
時
が
流
れ
、
僕
は
訓
代
を

迎
え
、
ス
ペ
イ
ン
に
も
一
年
間

留
学
し
た
。
加
代
の
頃
に
見
過

し
て
い
た
ロ
ル
カ
の
詩
に
対
す

る
讃
美
を
新
た
に
感
じ
、
そ
れ

を
踊
り
に
表
現
し
て
み
た
い
」

能
の
世
界
に
は
、
宝
生
流
・

観
世
流
・
金
春
流
・
金
剛
流
・

喜
多
流
の
五
流
儀
が
あ
る
。

こ
れ
ら
が
一
堂
に
会
し
て
立

合
能
を
演
ず
る
の
は
、
関
西
で

は
神
戸
だ
け
で
あ
る
。
今
回
も

い
い
能
組
に
な
っ
て
い
て
、
一

般
の
人
達
も
大
い
に
楽
し
め
よ

↑
フ
。演

目
は
一
部
・
「
巻
絹
」
「
井

農

ｒｒ
ノ

ノ 鴬
織
蔦
雲
篭

東仲 矩

６
日
（
木
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
１
３
０
０
円
前
売
１
２
０
０
円

モ
ン
ゴ
ル
の
は
て
し
な
き
草

原
を
白
い
馬
と
と
も
に
か
け
る

若
者
ス
ホ
…
…
。
向
い
馬
を
と

お
し
て
、
心
を
結
び
あ
わ
せ
て

い
っ
た
若
者
た
ち
の
生
き
ざ
ま

を
描
く
創
作
人
形
劇
。

作
／
吉
田
講
治
演
出
／
西
村
和
子
美

術
／
吉
田
清
治
音
楽
／
曽
根
亮
一
効

果
／
安
部
昌
男
照
明
／
中
村
純
隆
舞

監
／
渡
辺
洋
祐
制
作
／
芳
川
歌
子
吉

井
和
子
志
儀
真
由
美
中
山
美
津
子

日
限
融
子

☆
こ
の
人
形
劇
に
愛
読
者
、
名
様
を
ご
招

待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
耽
業
を
番
い
て

神
戸
っ
子
編
築
室
「
ク
ラ
ル
テ
」
係
ま
で

筒
」
「
黒
塚
」
二
部
・
「
安
宅
」

「
富
士
太
鼓
」
「
蛎
飼
」
で
あ

る
。

☆
お
問
合
せ
は
神
一
序
文
化
ホ
ー
ル
事
難
雛

騨
３
５
１
１
３
５
３
５

☆
第
９
回
神
戸
五
流
能

晦
日
（
祝
）
１
部
・
加
時
２
部
・
２

時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
ー
階
勝
・
４

０
０
０
円
２
階
席
・
３
０
０
０
円
学

生
・
１
０
０
０
円

モンゴルの臼い雪

蕊
井筒

亀
劇

演

１
１４４
１

☆
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
公
演

「
モ
ン
ゴ
ル
の
白
い
雪
」

ヨ
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繊
古
典
芸
能

園
音

楽

☆
谷
村
新
司

９
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
３
０
０
０
円
Ａ
・
２
８
０

０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
松
岡
ま
り
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
金
）
７
時
兵
庫
県
民
小
劇
場

２
０
０
０
円

☆
西
神
戸
少
年
少
女
合
唱
団

第
加
回
定
期
演
奏
会

妬
日
（
日
）
２
時

★
甲
南
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
犯
回
定
期
演
奏
会

四
日
（
水
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
６
０
０
円

★
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
演
奏
会

今
宵
ス
ラ
ブ
の
魂
を
妻
う

即
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
一
般
・
１
５
０
０
円
高
校

以
下
・
１
０
０
０
円

☆
神
戸
西
女
声
合
唱
団

柵
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
土
）
２
時
神
一
斤
文
化
中
ホ

ー
ル
４
０
０
円

★
第
別
回
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
プ

リ
サ
イ
タ
ル

溺
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ

映
画

た
け
し
が
出
遇
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
人
達
の
織
り
な
す
人
生
模
様

を
描
い
た
名
作
映
画
。

出
演
／
川
津
祐
介
、
水
野
久
美
、
上
野
郁

巳
、
永
浜
三
千
子
、
星
野
光
司
、
大
塚
弘

お
問
合
せ
は
兵
庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー

言
３
３
１
１
６
１
０
０
ま
で

☆
と
の
映
画
に
愛
読
者
、
大
人
ｍ
名
様

小
学
・
中
学
生
皿
名
棟
、
計
加
名
棟
を
ご

招
待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ ブルートレインひとり旅

☆
桂
米
朝
独
演
会

４
日
（
火
）
１
時
半
明
石
市
民
会

館
中
ホ
ー
ル
２
０
０
０
円
前
売
。

１
５
０
０
円

☆
第
９
回
神
戸
五
流
能

晦
日
（
土
）
①
、
時
②
３
時
神
戸
文

化
中
ホ
ー
ル
ー
階
・
４
０
０
０
円
２

Ｆ
・
３
０
０
０
円
学
生
・
１
０
０
０
円

Ｉ
ル
Ｓ
ｏ
１
２
０
０
円
Ａ
・
９
０
０
円

★
パ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

２
月
５
日
（
土
）
５
時
１
９
時
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
５
０
０
０
円
・

デ
ィ
ナ
ー
付
主
催
・
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

宵
２
３
１
１
６
２
０
１

☆
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
こ
ど
も
劇
場

「
も
り
の
ゆ
う
び
ん
は
い
た
つ
」

５
日
（
水
）
１
時
３
時
半

「
モ
ン
ゴ
ル
の
白
い
馬
」

６
日
（
木
）
１
時
半
神
戸
文
化
巾

ホ
ー
ル
前
売
・
１
２
０
０
円
当
日

・
１
３
０
０
円

☆
化
粧
ｌ
渡
辺
美
佐
子

配
日
（
水
）
６
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ

亀
：

☆
映
画
「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
ひ

と
り
旅
」
、
「
対
馬
丸
」

調
日
（
日
）
対
・
９
時
半
ブ
。
、
時

幅
分
対
・
哩
時
半
プ
・
１
時
柘
分

対
・
３
時
釦
分
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

大
人
・
１
０
０
０
円
（
前
売
・
８
．
０
０
円
）

小
学
・
中
学
・
８
０
０
円
（
前
売
・
６
０

０
円
）
４
才
以
上
の
幼
児
・
５
０
０
円

子
供
達
の
憧
れ
と
夢
を
集
め

て
い
る
夜
行
寝
台
特
急
ｌ
ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
。
そ
の
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
を
舞
台
に
ち
ょ
っ
と

プ
ル
キ
チ
の
６
年
生
、
主
人
公

’
1４５
１

演
は
〃
伽
年
代
の
ジ
ェ
ー
ム
ス

・
デ
ィ
ー
ン
〃
と
い
わ
れ
る
マ

ッ
ク
ス
ウ
エ
ル
・
コ
ー
ル
フ
ィ

ー
ル
ド
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

に
往
年
の
青
春
ス
タ
ー
、
タ
ブ

ｏ
ハ
ン
タ
ー
、
コ
ニ
ー
・
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
ス
が
出
演
。
複
雑
な

ス
テ
ッ
プ
で
踊
り
ま
く
る
迫
力

満
点
の
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
、
ヒ
ッ

ト
曲
が
全
編
に
流
れ
る
若
さ
い

っ
ぱ
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

１
月
下
旬
よ
り
神
戸
国
際
松
竹
に
て
公
開

☆
こ
の
映
画
に
愛
読
者
、
名
様
を
ご
招
待

い
た
し
ま
す
。
ご
希
璽
の
方
は
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
塩
・
年
令
・
職
業
を
明
記
し
て

神
戸
っ
子
編
雄
室
「
グ
リ
ー
ス
２
」
係
へ

環
：

☆
市
民
映
画
劇
場
「
９
時
か
ら
５
時
ま

で
」

釦
日
（
木
）
幻
日
（
金
）
６
時
半

配
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
４
９
９
円

☆
親
子
映
画
会
「
対
馬
丸
」
「
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
ひ
と
り
旅
」

塑
日
（
日
）
９
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
大
人
・
９
９
９
円
小
人
。

８
０
０
円
幼
児
・
５
０
０
円
前
売

大
人
・
８
０
０
円
小
人
・
６
０
０
円

唾
。
．

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

ア
ー
ト
・
ナ
ウ
短
哩
／
ｕ
ｌ
ｌ
／
調

村
野
藤
吾
展
胆
／
岨
１
１
／
帥

荒
川
修
作
版
画
展
、
／
帥
１
１
／
鋤

ア
ク
ー
一
般
・
２
５
０
０
円
高
校

生
・
２
０
０
０
円

☆
民
芸
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房

た
ち
」

妬
日
（
水
）
Ｉ
酌
日
（
土
）
６
時
お
分

銅
日
（
土
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
会
員
・
２
３
０
０
円
一
般
。

２
６
０
０
リ

グリース２

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
（
学
年
）

を
明
記
し
て
神
戸
っ
子
編
築
室
『
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
」
係
ま
で
。
親
子
揃
っ
て
の
応

募
も
歓
迎
。

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
超
大
作

「
グ
リ
ー
ス
２
」

ト
ラ
ボ
ル
タ
と
オ
リ
ピ
ア
で

話
題
を
呼
ん
だ
「
グ
リ
ー
ス
」

の
続
編
「
グ
リ
ー
ス
２
」
。
主

☆
エ
ン
バ
中
国
近
代
美
術
館

第
５
回
エ
ン
パ
賞
美
術
展

１
／
５
１
２
／
皿

☆
西
宮
大
谷
記
念
美
術
館

近
風
最
画
展
１
／
５
１
１
／
９

琉
球
紅
型
の
美
展
１
／
躯
１
２
／
６

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

新
春
日
本
画
大
家
展
塑
／
弧
１
１
／
哩

第
妬
回
一
松
会
新
春
名
流
書
道
展

１
／
お
’
１
／
過

芦
田
芳
生
油
彩
新
作
展
１
／
鋤
ｌ
妬

☆
大
丸
美
術
画
廊

土
宗
英
新
作
展
１
／
６
１
ｕ

博
多
人
形
展
１
／
咽
Ｉ
畑

新
春
茶
道
具
逸
品
展
１
／
卯
Ｉ
詣

勝
海
舟
遺
墨
展
１
／
”
１
２
／
１

☆
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
洋
画
小
品
展
理
／
詔
１
１
／
面

現
代
日
本
画
小
品
展
１
／
犯
ｌ
証

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
・
ぺ

Ｊ
・
リ
ー
ガ
ル
版
画
展
１
／
淫
１
鋤

★
神
戸
市
立
博
物
館

古
地
図
展
１
／
躯
１
２
／
即

小
磯
良
平
展
（
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

１
／
躯
１
２
／
、

☆
た
じ
ま
画
廊

半
ど
ん
の
会
展
１
／
６
１
１
／
狙

仙
賀
松
雄
中
国
の
写
真
展

１
／
即
１
２
／
１

★
東
門
画
廊

竹
中
省
己
“
無
象
“
ゴ
ミ
展
１
／
３
１
９

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



っ樺さ屯じ

146

ふ鶴がﾌ亘夏唇ｼ鋳= l Pの研究室岡田 号古
ﾉ 子

【
″
ｕ
ｐ

も

鞭忽は、一時間ほど
天使のように翼直持ち
丸空迄諺なぎわj 火呑で､ あうう９

教摘』
もしかすると
邪是な気持ちを済持ちでは．…. , ？
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ｒ速足の素」の完成だ､ｇ
この薬を飲めば、
撲々は、一時闇ほど’
烏ヤ鹿のごとき下半身で、
九地這潅けまわ叱るであろう９
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１
１４８
１

☆
「
サ
マ
ー
。
ナ
イ
ト
」
ウ
デ
ィ
よ
、
あ
ま
り
気
ど
り
給
う
な
。

☆
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
」
あ
あ
、
し
ん
ど
。
コ
ス
タ
・
ガ
ブ
ラ
ス
監
督

い
つ
。
へ
ん
笑
っ
て
み
せ
て
く
れ
な
い
か
。

☆
「
ワ
ン
・
フ
ロ
ム
。
ザ
・
ハ
ー
ト
」
こ
の
映
画
狂
の
コ
ッ
ポ
ラ
。

見
て
い
て
可
愛
い
く
、
い
い
よ
。

☆
「
ロ
ァ
ー
ズ
」
。
映
画
は
な
ん
で
も
見
せ
る
。
家
に
帰
っ
て
も

ラ
イ
オ
ン
の
顔
が
目
の
前
に
ち
ら
つ
く
。
ゼ
ニ
は
見
て
の
お
か
え

り
。
ふ
し
ぎ
な
人
（
飼
い
主
）
が
こ
の
世
に
い
る
も
の
。
見
て
損

は
す
ま
い
。

★
「
少
林
寺
」
少
林
拳
の
本
物
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
か
か
る
美
少

年
。
こ
の
リ
ー
・
リ
ン
。
チ
ェ
イ
を
見
る
た
め
に
も
こ
の
映
画
を

見
る
べ
し
。

☆
「
フ
ォ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
」
こ
と
し
の
収
穫
の
ひ
と
つ
。
ア
ー
サ

ー
・
ペ
ン
監
督
は
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
に
近
づ
い
て
き
た
。

☆
「
わ
た
し
は
女
優
志
願
」
小
川
の
き
れ
い
な
水
の
中
に
き
れ
い

こ
い
し

な
小
石
を
見
つ
け
た
感
じ
。
ニ
ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
の
当
り
芝
居
の

映
画
化
。
い
か
に
も
ネ
。

☆
「
ハ
ン
キ
ー
・
パ
ン
キ
ー
」
ポ
ワ
チ
エ
の
監
督
。
ジ
ー
ン
・
ワ

イ
ル
ダ
ー
の
主
演
。
で
き
そ
こ
な
い
。

☆
コ
ー
ッ
ケ
ル
オ
デ
オ
ン
」
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
し
て
は
タ
ッ

チ
が
弱
す
ぎ
た
。

☆
「
誓
い
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
映
画
が
、
映
画
の
品
格
を
見
せ
た
。

き
び
し
く
美
し
く
悲
し
く
・

☆
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
」
三
時
間
二
十
八
分
。
テ
オ
・
ア
ン

ゲ
ロ
プ
ロ
ス
監
督
の
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
西
ド
イ
ツ
合
作
映

画
。
前
衛
映
画
と
イ
タ
リ
ア
ン
。
リ
ア
リ
ズ
ム
こ
れ
に
ギ
リ
シ
ャ

こ
と
し
（
〃
）
の
一
扉
を

閉
め
る
去
え
に

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
⑧

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

☆
「
黄
昏
」
。
い
ろ
い
ろ
と
見
せ
ど
こ
ろ
を
持
つ
映
画
。
フ
ォ
ン
ダ

父
娘
の
握
手
。
キ
ャ
サ
リ
ン
。
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
好
演
。
老
夫
婦

の
美
し
さ
。
そ
し
て
娘
が
子
持
ち
の
彼
氏
を
つ
れ
て
き
症
現
代
感

●
●
●
Ｂ
、
●
○

覚
。
す
》
」
し
あ
ま
や
か
さ
れ
た
映
画
だ
が
誰
の
心
を
も
濡
ら
す
。

☆
「
レ
ッ
ズ
」
製
作
・
監
督
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ピ
ー
テ
ィ
が
背
伸

び
し
た
こ
の
エ
リ
ー
ト
振
り
。

☆
「
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
」
こ
の
映
画
の
監
督
・
出
演
者
・
音
楽
・
す

べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
激
の
敬
礼
。
こ
の
映
画
を
ま
だ
見
て
お
ら

ぬ
人
は
…
：
。
ま
さ
か
、
な
い
で
し
ょ
う
な
ァ
。
こ
と
し
の
最
高
／
、

★
「
若
者
の
す
べ
て
」
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
オ
ペ
ラ
。

ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
舞
台
劇
。
そ
し
て
ま
ち
が
い
も
な

き
ル
キ
ノ
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
映
画
。

☆
「
父
、
パ
ー
ド
レ
・
パ
ド
ロ
ー
ネ
」
イ
タ
リ
ア
に
は
映
画
監
督

が
美
術
画
家
、
文
豪
、
有
名
作
曲
家
と
同
じ
位
置
を
今
も
示
し
得
る

、
、
、

監
督
が
新
し
く
登
場
す
る
。
そ
の
イ
タ
リ
ア
の
映
画
エ
ネ
ル
ギ
ィ
。

☆
「
マ
ジ
ッ
ク
・
ボ
ー
イ
」
な
ん
で
も
な
い
け
れ
ど
、
ち
よ
い
と
、

い
い
ア
メ
リ
カ
映
画
。

☆
「
メ
フ
ィ
ス
ト
」
ハ
ン
ガ
リ
イ
・
西
ド
イ
ツ
合
作
。
一
一
時
間
二

十
五
分
。
戦
前
ド
イ
ツ
の
ウ
フ
ァ
映
画
よ
み
が
え
る
。
見
ご
た
え

あ
っ
て
嬉
し
◎

☆
「
未
知
へ
の
飛
行
」
一
九
六
四
年
度
の
シ
ド
ニ
ー
。
ル
メ
ッ
ト

監
督
作
。
ア
メ
リ
カ
映
画
が
ア
メ
リ
カ
を
見
せ
た
秀
作
。
見
落
す

勿
れ
。

☆
「
コ
ナ
ン
。
ザ
。
グ
レ
ー
ト
」
御
苦
労
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

や
い
ば

ニ
ッ
ポ
ン
刃
。
ニ
ッ
ポ
ン
・
カ
タ
キ
ウ
チ
。
ニ
ッ
ポ
ン
伝
説
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ア
ス
監
督
の
こ
の
日
本
ご
の
み
。
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１
１４９
１

の
歌
を
加
え
た
と
で
も
い
い
た
い
努
力
大
作
。
美
術
品
。

☆
「
ゲ
ー
ム
の
規
則
」
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
一
九
三
九
年
作
。
ル
ノ
ワ

ー
ル
自
身
も
出
演
の
こ
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
・
タ
ッ
チ
、
こ
の
フ
ラ
ン

ス
・
タ
ッ
チ
。
名
人
芸
。

☆
「
人
類
創
生
」
こ
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
も
っ
と
評
判
を
と
っ
て
も

い
い
。
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

☆
「
ク
リ
ス
チ
ー
ネ
。
Ｆ
」
こ
の
ド
イ
ツ
映
画
に
ド
イ
ツ
映
画
の

、
、
、
、

し
よ
う
ね
を
見
た
。
い
か
に
も
ド
イ
ツ
映
画
ら
し
い
。
ヤ
ク
常
用

地
獄
を
こ
れ
く
ら
い
き
び
し
く
残
酷
に
見
せ
る
…
…
映
画
は
こ
の

使
命
あ
り
だ
。

☆
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
」
一
九
七
七
年
度
作
ハ
ン
ガ
リ
ィ
映
画
。
き

び
し
さ
を
、
や
わ
ら
か
く
見
せ
た
。

☆
「
無
人
の
野
」
一
九
八
○
年
度
作
ベ
ト
ナ
ム
映
画
。
つ
ま
ら
ぬ

ア
メ
リ
カ
映
画
よ
り
ず
っ
と
巧
い
。

☆
「
エ
ル
ネ
ス
ト
。
美
し
き
少
年
」
イ
タ
リ
ア
。
ス
ペ
イ
ン
・
ド

イ
ツ
の
共
作
。
同
性
愛
と
い
う
よ
り
も
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
男
色

を
描
い
た
サ
ル
バ
ト
ー
レ
・
サ
ン
ペ
リ
監
督
の
注
目
作
。

☆
「
愛
の
奴
隷
」
。
ま
た
し
て
も
、
一
一
キ
ー
タ
・
ミ
ハ
ル
コ
フ
濫

督
の
こ
の
エ
レ
ガ
ン
ト
。

☆
「
鉄
の
男
」
。
ア
ン
ジ
ェ
イ
。
ワ
イ
ダ
監
督
フ
ァ
ン
に
棒
ぐ
。

☆
「
１
９
０
０
年
」
五
時
間
十
六
分
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
ル

ッ
チ
映
画
。
。
喧
殺
の
オ
ペ
ラ
」
「
暗
殺
の
森
」
「
ラ
ス
ト
タ
ン
ゴ
・

イ
ン
。
パ
リ
」
「
ル
ナ
」
の
こ
の
監
督
の
作
品
中
で
は
一
番
わ
か

り
い
い
映
画
。
し
か
も
一
番
面
白
い
映
画
、
し
か
も
一
番
ほ
の
ぼ

の
と
描
い
て
み
せ
た
映
画
。

★
「
愛
と
青
春
の
旅
だ
ち
」
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ギ
ア
の
代
表
作
と
な

る
で
あ
ろ
う
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
。

☆
「
メ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ブ
」
ア
ー
サ
ー
。
ヒ
ラ
ー
監
督
が
ホ
モ
セ

ク
シ
ア
ル
を
ま
と
も
に
描
く
。

☆
「
フ
ラ
ン
ス
軍
中
尉
の
女
」
思
っ
た
ほ
ど
で
な
し
。

も
し
も
こ
と
し
に
「
Ｅ
・
Ｔ
」
「
ア
ー
ー
ー
」
を
加
え
る
と
も
う
紙

数
な
し
。
い
や
：
…
．
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ド
ー
ル
ズ
」
「
デ
ュ
エ

リ
ス
ト
」
「
終
電
車
」
「
一
一
ジ
ン
ス
キ
ー
」
「
ロ
ッ
キ
ー
Ⅲ
」
「
四

季
」
な
ど
ま
だ
…
…
あ
っ
た
。

左より「メーキング・ラブ」「愛と青春の旅だち」「1 9 0 0 年」「クリスチーネ。Ｆ」「ケームの規則」「アレクサンダー大王」「わたしは女優志願」

左より「ワン・フロム・ザ・ハート」「マジック・ボーイ」「父」「若者のすべて」「炎のランナー」「黄昏」

綱
国
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｡ 「

砿を
0 〆

八
肥
Ｖ
度
忘
れ
正
月

孟

れ
ん
さ
い
漫
画
エ
ッ
セ
イ
／
高
橋

「
正
月
や
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
、
め
で
た
く
も
あ
り
め
で

た
く
も
な
し
」

正
月
早
々
か
ら
縁
起
で
も
な
い
、
と
、
い
う
と
こ
ろ
だ

が
、
昔
の
人
は
正
直
な
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
、
と
、
感

心
し
、
実
感
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
年
が
改
ま
っ

て
、
何
も
か
も
が
新
し
く
な
る
も
の
な
ら
と
思
う
こ
と
で

あ
る
。
数
十
年
も
使
い
古
し
た
己
の
体
も
、
各
部
分
に
い

た
み
を
生
じ
、
五
臓
六
脈
の
〃
部
品
〃
を
取
替
え
る
す
べ

も
な
く
、
修
理
を
重
ね
な
が
ら
、
ヨ
タ
ョ
タ
と
走
っ
て
い

る
オ
ン
ポ
ロ
自
動
車
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
。

あ
に
ま

体
も
だ
が
、
頭
脳
の
方
も
思
考
力
が
あ
や
し
く
な
り
、

特
に
記
憶
力
が
ダ
メ
に
な
っ
た
。
電
車
の
中
と
か
、
街
の

中
で
、
ど
な
た
か
に
、

「
あ
あ
孟
セ
ン
セ
こ
の
間
は
ど
う
も
…
…
」

と
突
然
声
を
掛
け
ら
れ
て
、

「
ど
う
も
…
ど
う
も
…
」

と
、
何
処
の
ど
な
た
か
も
思
い
出
せ
ず
、
挨
拶
を
交
し
て
、

そ
そ
く
さ
と
別
れ
る
。
そ
れ
も
、
街
中
な
ら
、
割
合
い
早

足
で
歩
く
癖
が
幸
い
し
て
、
い
か
に
も
忙
し
そ
う
に
見
え

る
ら
し
い
の
で
記
憶
喪
失
が
（
し
ず
に
す
む
場
合
が
あ
る

が
、
こ
れ
が
、
電
車
の
中
だ
と
始
末
が
悪
い
。

「
お
忙
し
そ
う
で
す
な
ァ
…
」

と
言
っ
て
く
れ
て
も
、
そ
の
場
を
立
ち
去
る
わ
け
に
い
か

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ど
こ
で
会
っ
た
人
な
の
か
思
い
出
せ

な
い
ま
ま
、
探
り
探
り
の
返
事
を
し
て
誤
魔
化
し
て
い
る

つ
も
り
が
、
先
方
が
そ
れ
と
察
し
て
記
憶
を
呼
ぶ
よ
う
親

切
に
誘
導
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

き
っ
と
八
孟
さ
ん
も
ボ
ケ
た
な
ア
…
Ｖ
と
思
っ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
亡
く
な
っ
た
先
輩
の
畑
専
一
郎
さ
ん
が
生

前
、
よ
く
、

ざ

ﾖL，
１
１５０
１

れ
ん
さ
い
漫
画
エ
ッ
セ
ィ
ノ
高
橋
孟
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「
俺
が
ボ
ケ
て
来
た
ら
教
え
て
く
れ
よ
」

と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
出
来
る
な
ら
忘
れ
っ

ぽ
く
な
っ
た
つ
い
で
に
年
齢
も
忘
れ
た
い
の
だ
が
、
正
月

は
年
月
を
思
い
出
さ
せ
る
。
だ
か
ら
正
月
は
嫌
い
だ
。

こ
の
間
も
、
関
電
の
電
気
記
念
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
帰

り
に
、
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
地
階
の
喫
茶
店
で
の
熟
年

の
〃
お
忘
れ
談
義
″
で
あ
る
。

「
兵
庫
詩
人
」
の
綾
見
鎌
さ
ん
と
作
家
春
木
一
夫
夫
人
の

あ
や
子
さ
ん
と
私
の
三
人
、

「
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
ま
し
た
な
ア
．
：
」

「
ほ
ん
ま
に
」

「
こ
の
間
も
ホ
ラ
…
…
ア
ノ
…
…
テ
レ
ビ
に
よ
う
出
る
、

ア
ノ
…
・
・
・
ナ
ン
ヤ
ラ
ノ
…
…
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
出
と
る

女
の
子
・
・
・
」

「
ウ
ン
…
…
ナ
ン
ヤ
ラ
い
う
…
…
ホ
レ
．
．
…
・
」

と
言
え
ば
、

「
ア
ー
ア
ー
あ
れ
ね
：
・
・
・
・
ウ
ン
ウ
ン
」

と
、
お
互
い
に
名
前
は
出
て
来
な
い
の
に
了
解
し
合
う
。

ま
る
で
、
〃
手
話
″
で
会
話
が
成
立
し
て
い
る
み
た
い
だ
。

熟
年
同
志
は
便
利
な
も
の
、
多
く
を
語
ら
な
く
て
も
記
憶

力
を
補
う
勘
が
働
く
よ
う
だ
。
こ
ん
な
時
、
記
憶
力
の
若

い
店
の
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
も
一
一
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
い
な
い
で
、

正
確
に
教
え
て
く
れ
り
や
い
い
の
に
と
思
っ
た
の
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、

「
お
互
い
に
こ
れ
か
ら
は
堂
々
と
度
忘
れ
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
我
わ
れ
熟
年
は
戦
後
の
廃
城
か
ら
我
が
国
を
こ
こ
ま
で

繁
栄
さ
せ
た
年
代
で
あ
る
、
若
い
者
は
年
長
者
の
度
忘
れ

を
補
う
義
務
が
あ
る
筈
だ
」

「
若
い
世
代
は
我
わ
れ
の
秘
書
と
な
る
べ
き
な
の
だ
」

と
、
ま
あ
酒
の
勢
い
は
阿
呆
な
こ
と
を
言
わ
せ
る
も
の
だ
。

ま
あ
ま
あ
せ
い
ぜ
い
長
生
き
し
ま
ひ
ょ
。

ガタゴ ﾄ ガタゴト

１
１５
１
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神戸国際展示場

☆
小
磯
良
平
画
伯

芸
術
院
会
員
に
。

本
誌
の
表
紙
を
二
十
年
近
く

飾
っ
て
い
る
新
制
作
美
術
協
会

の
小
磯
良
平
画
伯
が
、
昨
年
の

文
化
の
日
に
芸
術
院
会
員
に
な

ら
れ
た
。
昨
年
は
病
か
ら
も
立

》
》
》
癖
》
》
崎
》
添
い
》
』

時
か
ら
モ
デ
ル
が
や
っ
て
く
る

と
、
さ
っ
そ
く
制
作
に
と
り
か

か
る
と
い
う
日
課
も
続
い
て
い

る
。
友
人
の
故
竹
中
郁
氏
が
存

命
な
ら
、
こ
の
芸
術
院
会
員
に

な
ら
れ
た
こ
と
を
と
も
に
喜
ば

れ
た
だ
ろ
う
と
、
一
周
忌
が
近

づ
い
て
想
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ

る
が
、
小
磯
画
伯
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祝
い
し
た
い
。

☆
先
端
技
術
の
粋
を
集
め
て

神
戸
ポ
ー
ト
マ
ッ
ク
粥
開
催

型
世
紀
を
拓
く
先
端
技
術
が

一
堂
に
会
し
た
「
神
戸
ポ
ー
ト

マ
ッ
ク
稲
」
（
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
機
械
機
器
見
本
市
）
が
、
３

月
Ⅳ
日
か
ら
即
日
ま
で
神
戸
国

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
期
待
し
た
い
。

☆
神
戸
に
プ
ロ
野
球
誘
致

日
本
初
の
ド
ー
ム
付
野
球
場

名
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
知
ら

れ
る
宮
崎
辰
雄
市
長
の
発
表
し

た
青
写
真
に
よ
る
と
、
観
覧
席

を
含
め
た
全
面
積
は
、
３
万
５

千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
横
浜
球
場

ク
ラ
ス
。
ほ
ぼ
円
形
で
ホ
ー
ム

ベ
ー
ス
か
ら
セ
ン
タ
ー
ま
で
が

際
展
示
場
で
開
か
れ
る
。

こ
れ
は
、
創
世
紀
に
向
け
て

人
類
の
夢
を
追
求
し
た
ポ
ー
ト

ピ
ア
Ⅷ
の
精
神
を
受
け
つ
ぎ
、

内
外
の
先
端
技
術
、
新
鋭
機
械

機
器
を
神
戸
に
集
め
、
技
術
革

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
先
端
技

術
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
よ

う
と
の
主
旨
で
開
か
れ
る
。

会
場
は
伽
自
動
化
・
省
力
化

コ
ー
ナ
ー
②
海
洋
・
舶
用
機
器

コ
ー
ナ
ー
③
省
エ
ネ
機
器
コ
ー

ナ
ー
側
Ｏ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
⑤
兵
庫

コ
ー
ナ
ー
に
分
け
ら
れ
、
出
品

展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
日
本
の
産
業
界

の
国
際
化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

１
１５２
１

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
の
重
点
目
標

い
つ
も
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

の
推
進
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
運
動
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
に
神

む
ろ
う
ら

戸
市
長
田
区
の
室
内
小
学
校
の
障
害
児

学
級
の
担
任
で
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年

の
五
月
で
満
十
八
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
全
国
の
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で

す
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

本
年
の
重
点
目
隙
と
し
て
は

１
啓
発
映
画
「
小
さ
な
輪
・
大
き
な
拾

の
上
映
」

八
ミ
リ
カ
ラ
ー
上
映
時
間
三
十

分
無
料
貸
出
し
昨
年
三
月
完
成
以

来
全
国
各
地
で
上
映
さ
れ
、
貸
出
用
の

三
本
の
フ
ィ
ル
ム
で
も
足
り
な
い
時
も

あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
さ
ら
に
各
地
で

ど
ん
ど
ん
上
映
し
て
く
だ
さ
い
。

２
啓
発
図
書
「
ち
え
お
く
れ
の
話
」
の

頒
布
、
昭
和
四
十
四
年
初
版
発
行
か

ら
現
在
第
七
版
六
万
三
千
冊
で
す
。
個

人
購
読
・
学
校
・
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
活
用
さ
れ
、
啓
発
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
と
、
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

３
古
切
手
の
収
集
・
整
理
・
販
売

運
動
資
金
づ
く
り
の
一
助
に
と
使
用

済
古
切
手
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
全
国

の
多
数
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
古
切
手

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
整
理
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
ど
ん
ど
ん

業
績
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
い

っ
そ
う
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

寓
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

鴬

蝋

…
鵜

＝＝可を津一

皿
メ
ー
ト
ル
。
直
径
皿
メ
ー
ト

ル
の
丸
い
ド
ー
ム
に
お
お
わ
れ

屋
根
の
高
さ
は
最
頂
部
刊
メ
ー

ト
ル
。
王
子
陸
上
競
技
場
跡
が

建
設
候
補
地
と
さ
れ
、
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
開
催
の

帥
年
以
降
に
建
設
予
定
。

☆
ペ
ル
シ
ャ
美
術
の
館
開
館

三
笠
宮
さ
ま
が
訪
問

北
野
町
、
う
ろ
こ
の
家
の
す

ぐ
南
に
、
月
旭
日
オ
ー
プ
ン
し

た
異
人
館
「
ペ
ル
シ
ャ
美
術
の

館
」
（
ダ
マ
。
ロ
ッ
シ
ャ
ン
さ
ん

経
営
、
ジ
ェ
イ
。
グ
ラ
ッ
ク
館

長
）
へ
、
皿
日
夕
、
オ
リ
エ
ン

ト
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
三
笠

宮
崇
仁
殿
下
が
訪
問
さ
れ
た
。

郡

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ドーム付野球場の青写真
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溌
蝿錨 餅

蟻

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
、
考
古

学
に
造
詣
が
深
く
、
日
本
オ
リ

エ
ン
ト
学
会
名
誉
会
長
で
も
あ

る
殿
下
は
、
グ
ラ
ッ
ク
館
長
と

も
別
年
来
の
知
巳
で
あ
り
、
そ

の
日
関
学
で
の
学
会
の
あ
と
駆

け
つ
け
ら
れ
、
本
物
の
ペ
ル
シ

ャ
美
術
品
の
数
々
を
満
喫
さ
れ

た
ご
様
子
だ
っ
た
。

□
ペ
ル
シ
ャ
美
術
の
館
／
入
館
料
３
０
０

脚
１
Ｆ
ペ
ル
シ
ャ
の
民
芸
品
、
２
Ｆ
ペ

ル
シ
ャ
陶
器
展
茸
２
２
２
１
０
０
８
１

☆
「
神
一
戸
の
味
」
座
談
会
開
催

冬
の
神
戸
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
向
け
て
、
ｎ
月
妬
日
、
市

立
博
物
館
講
堂
で
、
「
神
戸
観

光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
な
わ

れ
た
。
神
大
講
師
ア
リ
ス
テ
ア

鐸

灘ｉ
静

・
シ
ー
ト

ン
さ
ん
、

韮
上
原
ま
り

一
表
さ
ん
、
末

権
広
真
季
子

電
さ
ん
、
小

塞
泉
康
夫
本

挿
誌
編
集
長

ｒ
ら
が
体
験

を
も
と
に

討
論
、
神 三等宮殿下毒囲んで

銅
版
、
エ
ッ
チ
ン
グ
等
が
中
心

で
ど
れ
も
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
風
俗
習
慣
を
理
解
す
る
た
め

の
貴
重
な
資
料
ば
か
り
。
ア
ン

ド
レ
ー
エ
さ
ん
は
「
父
と
同
様
、

私
も
い
つ
し
か
版
画
収
集
に
没

頭
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

版
画
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た

ら
…
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
数
多

い
研
究
害
に
も
目
を
通
し
、
一

点
一
点
に
解
釈
を
加
え
て
み
た

い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

☆
三
代
揃
っ
て
知
香
流
三
人
展

華
道
の
知
香
流
（
神
戸
繭
確
区
深

戸
フ
ァ
ン
の
熱
弁
に
満
場
の
講

堂
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

☆
日
独
文
化
交
流
願
い

愛
蔵
の
版
画
を
公
開

さ
る
ｎ
月
２
１
肥
日
、
県
立

近
代
美
術
館
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

版
画
特
別
陳
列
ｌ
デ
ュ
ー
ラ
ー

か
ら
ベ
ッ
ク
マ
ン
ま
で
ｌ
」
が

開
か
れ
た
。
出
展
さ
れ
た
版
画

は
ク
ル
ト
・
ア
ン
ド
レ
ー
エ
駐

大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
総
領
事
ご
自
身
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
。
今
回
は
愛
蔵
の
伽
余
点

の
中
か
ら
代
表
的
な
作
品
叩
点

を
公
開
、
妬
ｌ
焔
世
紀
の
木
版
、

け
る
け
る
け
れ
活
用
暗
諏
遠
蛙

（
佐
々
木
栄
子
）
ふ
り
返
る
た
び
に

道
見
え
、
金
木
犀
（
竹
本
千
ヱ
子
）

年
金
を
受
け
て
昼
寝
の
長
引
い
て

（
前
枝
敷
二
）
じ
－
つ
と
雲
が
見
て

い
る
寒
さ
働
か
ね
ば
（
喜
多
正
祈
）

水
牛
が
角
握
る
ヒ
ッ
ピ
ー
村
の
ロ
ッ

ク
（
伊
丹
三
樹
彦
）
現
代
俳
句
誌
、

「
青
玄
」
の
第
七
集
で
あ
る
。
斬
り
口

の
あ
ざ
や
か
さ
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
Ｉ
ジ

が
脈
打
つ
秀
句
染
大
成
。

（
背
玄
波
普
１
５
０
０
円
）

領事館員らに解説中の領事

日
町
宵
脚
１
８
‐
‐
３
）
の
宗
家
成

瀬
香
桜
が
六
十
五
年
、
家
元
の

香
梅
が
三
十
五
年
、
香
泉
が
二

十
年
と
、
花
の
道
一
筋
に
「
知

真
調
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
歩
ん

で
き
た
親
子
三
代
の
〃
知
香
流

三
人
展
″
が
十
一
月
六
日
・
七

日
・
八
日
に
、
兵
庫
県
陶
芸
館

で
開
か
れ
た
。

当
日
は
陶
芸
館
の
秋
季
特
別

展
も
催
さ
れ
、
北
大
路
魯
山
人

川
喜
田
半
泥
子
、
小
山
冨
士
夫

の
三
巨
匠
遺
作
展
と
の
併
設
で

話
題
を
呼
ん
だ
。

☆
３
年
ぶ
り
に
新
谷
英
子
展

「
夕
映
」
「
風
韻
」
「
陽
光
」
「
ま

ど
ろ
み
」
「
薪
空
」
「
曙
」
な
ど
、

自
然
の
中
で
の
ぴ
や
か
に
く
つ

ろ
ぐ
女
達
。
立
体
・
レ
リ
ー

フ
、
ブ
ロ
ン
ズ
を
坊
点
、
素
描

が
型
点
の
新
谷
英
子
作
品
展
が

ｎ
月
４
日
１
８
日
、
兵
庫
県
民

会
館
１
Ｆ
特
別
展
示
室
で
開
か

れ
た
。
神
戸
市
の
奨
励
賞
を
う

け
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
に

十
カ
月
廻
り
、
３
年
ぶ
り
の
個

展
だ
が
、
そ
の
健
康
な
エ
ロ
チ

シ
ズ
ム
に
は
独
自
の
女
の
世
界

が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く

な
っ
た
感
じ
だ
。

青
玄
秀
句
Ⅶ

伊
丹
三
樹
彦
編

サ
ン
ケ
イ
新
側
が
毎
月
発
行
す
る

「
く
ら
し
の
百
科
」
に
掲
戦
さ
れ
た
６

年
間
の
好
エ
ッ
セ
イ
雄
。
自
然
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
人
間
に
対
す
る
深
い
洞
察

が
女
性
ら
し
い
感
性
で
綴
ら
れ
る
。
関

西
弁
、
外
人
と
の
交
流
は
神
戸
の
セ
ン

ス
、
現
代
若
者
批
判
、
井
戸
端
会
議
風

は
主
婦
の
眼
、
古
典
の
教
謎
、
季
節
の

繊
細
な
描
写
は
作
家
の
知
性
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ユ
ー
モ
ア
を
含
み
つ
つ
語
ら
れ

る
。

（
砂
子
屋
書
房
刊
１
８
０
０
円
）

鶏
驚遡

写真は宗家の香按と陶芸館の
田中理事長

１
１５３

図
書

ガ
イ
ド

世
相
歳
時
記

島
京
子鱗
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新
社
屋
と
工
場
完
成

;ii灘：

鰯
や
宝
塚
歌
劇
団
な
ど
の
雑
誌
の
品
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
上
高
地
の

表
紙
絵
を
描
き
続
け
、
昨
年
６
清
潔
感
と
崇
高
な
澄
明
さ
に
添

月
、
加
歳
で
病
死
し
た
洋
画
家
れ
、
特
に
ガ
ラ
ス
絵
の
力
強
さ

松
岡
寛
一
画
伯
の
遺
作
展
が
、
と
美
し
い
色
調
は
人
々
の
胸
を

さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ｎ
月
打
つ
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た

催
さ
れ
た
。
松
岡
画
伯
は
旧
制
☆
ス
イ
ス
菓
子
ハ
イ
ジ

:騨穂 ☆
山
々
の
静
ひ
つ
な
る
件
い
中
学
卒
業
後
、
戦
後
、
一
一
紀
賞
社
屋
は
い
か
に
も
ハ
イ
ジ
ら
し

松
岡
寛
一
遺
作
展
同
人
賞
受
賞
、
そ
の
後
約
加
年
く
神
戸
の
新
名
所
に
な
り
そ
う

神
戸
市
消
防
局
広
報
誌
〃
雪
″
間
無
所
属
を
貫
い
た
。
そ
の
作
薮
騨
息
観
塞
腎
瀞
擬
鍵
》

鴫亙部鰯Ｗ８い四壮花時計

蕊i:議癖
| 識諜雛蟻
Ｉ蕊麟蝿鱗織鐸A 綱雨鯛難熱§
｜舞嶋焼睡擢純鞘稗
１霊弗趨珊膨洞荊椛群’がろク猛大§ＲＰ。堂文大他い事ン
｜是際藤ＦＢ６；練' 鯉言瀧
1 9 ．瀧漂蒋峨鰐謹

故松岡画伯の作品の前で峯夫人

一
一
Ｊ
幹
．

圃
娩
期
・
一

順
調
な
業
績
の
伸
張
と
よ
り
竣
工
、
披
露
●
ハ
ー
ｌ
テ
イ
で
㈱

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
期
ス
イ
ス
菓
子
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

す
る
た
め
、
建
設
を
進
め
て
い
比
良
根
毅
社
長
が
ヌ
イ
ジ
」

た
㈱
ス
イ
ス
菓
子
ハ
イ
ジ
の
本
の
商
標
権
を
ハ
イ
ジ
の
前
田
昌

社
、
セ
ン
タ
ー
工
場
（
ハ
イ
ジ
宏
社
長
に
無
償
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

ア
ト
リ
エ
）
が
哩
月
１
日
、
落
成
思
い
が
け
な
い
贈
り
も
の
を
手

式
を
迎
え
た
。
（
施
工
・
大
工
建
詮
に
「
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
よ

白
い
壁
と
木
の
美
し
さ
を
生
り
一
層
飛
躍
す
る
こ
と
を
誓
い

か
し
た
ス
イ
ス
の
山
小
屋
風
の
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。＝ーーー＝ーーー＝ー＝‐ー寺一一や ｡ ‐←‐‐ー手”ぬごｐ四一画■ ｰ 字や＝＝＝－－‐＝ロー字＝‐■ ｰ ー＝画一一画一口凸一一＝ ~ ｰ ⑪一凸一画ローーーーーニーーニー一一一一一一■

霧 鍵
左端が前田昌宏託長

１
１５４
１

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
早
川
良
雄
さ
ん
の
紫
綬
褒
章
受
貧
を

祝
う
会
が
廻
月
西
日
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

５
階
〃
熱
の
間
″
で
開
か
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
．
‐
の
〃
兵
庫

県
大
百
科
事
典
〃
（
予
約
定
価
。
４
４
０

０
０
円
）
が
９
月
ド
旬
発
行
予
定
で
、

上
・
下
２
巻
三
〔
ろ
○
ペ
ー
ジ
の
姦
華

本
。
定
価
４
９
０
０
０
円
予
約
受
付
中

宮
（
麺
）
３
０
‐
６
６

★
信
越
放
送
の
ラ
ジ
オ
風
福
業
部
闘
励

利
雄
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で
、
２

月
３
日
４
日
と
長
野
市
の
専
門
店
グ
ル

．
‐
プ
が
約
鋤
名
〃
神
戸
セ
ミ
ナ
ー
〃
に

参
加
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、
３
日
は
永
田
良
一
郎
、
芹
海
豊
男

小
泉
康
夫
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
趣

ン
、
４
日
は
三
浦
明
定
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す

★
女
流
書
家
の
望
月
英
佐
さ
ん
が
．
》
‐
五

周
年
ぞ
迎
え
、
十
五
周
年
記
念
作
品
展
一

を
、
大
阪
の
ダ
イ
コ
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
．
．
（
天

澗
橋
北
詰
）
で
開
き
、
そ
の
〃
く
ら
し

に
文
字
を
〃
展
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
前
夜
祭

に
「
わ
ら
し
く
学
園
」
の
子
供
た
ち
を

端
ぽ
い
泌
謬
蕊
騨
ク
シ
｜

蕊
鰻
北
懇
啄
灘
淫
緊

「
聞
い
て
下
さ
い
〃
子
ど
も
の
言
い
分
」

蟻
噸
駆
剛
駐
駕
討
裂
離

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ
ま
し
た
。

★
京
都
市
歴
史
資
料
館
（
森
芥
久
姉
長
）

が
皿
月
１
日
開
館
。
こ
れ
に
伴
い
京
都

吏
胆
〈
編
さ
ん
所
は
廃
止
し
、
業
務
は

同
館
に
ひ
き
つ
が
れ
ま
し
た
。
〒
噸
京

都
市
上
京
区
寺
町
通
丸
太
町
上
る
松
隣

町
営
姉
（
２
４
１
）
４
３
１
２
Ａ
Ｍ
９

★
朝
日
放
送
の
小
川
久
さ
ん
（
照
明
）

誹
蛎
派
即
癖
婚
醜
読
榊
川
極
極
噸
球
莱

蝿
奉
麺
仁
鍛
恥
峠
理
畦
“
郵
尉
弛
弄
極

端
御
》
》
や
浄
酔
酔
癖
捧
岬
確
唖
唖
峰

》
》
》
涌
罪
》
缶
》
》
》
開
田
》
》
》
一

て
〃
動
の
香
〃
を
２
点
オ
‐
・
ク
シ

に
し
、
隙
呈
さ
れ
ま
し
た
。

鰻
北
懇
啄
唖
鰻
濯
洗

》
て
下
さ
い
〃
子
ど
も
の
言
い
分
」

同
プ
レ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
刊
）
を
上

皿
月
劉
日
に
束
洋
ホ
テ
ル
で
５
周

念
パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ
ま
し
た
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


